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長期自記積雪深計（Snow　Camera）の試作

矢 亀 紀
＊

　　　　　　　　　1．緒　　　　　言

　　自記積雪深計には大沼匡之民のsnow　recorder（1）が

　ある．これは構造が簡単なため値段が安くできるという

　点ですぐれた着想である．しかし構造が簡単なだけに，

　冬至前後を識馴することが困難なこと，積雪におされて

　傾斜したときは読取が困難となるなどの欠点がある．

，　記録の読取を容易にできるものをほしいという当時の

　竹花山形測挨所長の暗示により次の購造のもの（2）を設計

　した．これはsnow　recorderと同じように縦一列に細

　孔をいくつかあけた筒の中で，全舞と天府を用いた時計

　円筒に感光紙を巻きつけて回転せしめるものである．こ

　の長期巻円筒時計は，小型腕時計を組含せることによっ

　て，柱時計用全舞を用いて，6カ月巻を作ることは容易

　である．この方式は記録のあとの読取は容易であるが，

　　4．5mのもの1粗を作るだけでも相当経費が高くつくの

　で実現困難なことがわかった．

　　次に取扱およて，ド読取が容易で，小型軽量にもでぎるも

　のとして，camera方式の自記積雪計を考案’した．これ

　は35mm　filmを用いて，全舞式の時計仕掛により，film

　送りおよびshutterを作動させて，最初に1回全舞を巻

　いただけで，4～6カ月聞自動的に短日1駒ずつ雪尺を

　撮影するものである．

　　これは経費も比較的に安く作ることができる．また当

　初撮影済のfilmが何カ月位もつか疑問であったが，冬

　期の半年位なら撮りだめもきくことがわかった．試作し

　た測器は昭和32年1月26日より5月15日まで日光中宮祠

　において試験が行われたが，現籔の結果は完金に作動し

　たことを示している．

　　　　　　　　2　Snow　camemの構造
　　56型は第1図に示すように，単玉1ens　I、と簡単な

　曲utter　Sを備えた写真機であるが，時計仕掛により，

　film　Fは11．6mm／dayの割で一様な速さで送られる．

　またSは1日1回正午頃作動して露光が行われる．shutter

　は簡単なguillotine式である．第2図は外観およびfilm

　送り部を示し，iLはlens，Kはfinderである．Mは
　magaz加eで，film　Fはsprocket　Pにより送られて．

　reel　Rに捲取られる．第3図は底板を取外した内部を

　示し，Bは全舞の巻軸て，一ばい巻いておけばこの時計

　仕掛は6カ月聞持続する．Eは時計のdia1てある．C

　はfilmの捲更のつまみ，Gはmagazineの口を開閉
　するiever，1はfilm送りのつまみで，」は巻戻し，用

の1everである．Dはこの時刻を時計に合わせておけ

ば，曲utterは12時に毎日1回露光せしめる．本器の概
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第1図56型　Snow　cameraの構造
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要は次の通りである．

長期自記積雪深計（Snow　camera）の試作

1ens　　単玉固定焦点80mm

絞り　　f40固定
shutter　guillotine式1枚羽根1／50sec固定

画面面積　24mm×10mm
filmは全舞により自動送りで，毎日1駒正午自動

撮影し，6カ月持続する．

　　　　　　　3．　設置と積雪深の読取

　第4図に示すように積雪標柱の長さを丑m，camera

と標柱との距離をLm，積雪深さをDmとし，現像後に

filmから読取った標注の疑さをαmmとすれば，積雪

深Dは次式から計算出来る．
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　　　　第4図　　snow　cameraの設置方法
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　L＝40mとすると，∬＝二10m位の標庄を立てることが

できる．この場合αの読取精度は0．1／mmと「して積雪

観測の精度は0．05mに相当する．

　また∬をfilm上で読取った値δがわかれば，五は次

式からも計算できる．

　　　　　　　　　　ゐ一σ
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　　　　　　　　　　　6

　このsnow　camera　を設置するとき立木を利用すれ

ば別に標柱を立てる必要がない．標注には第5図に示す

ように横板取付け，この上端を標注の上端と考えればよ

い．またcameraの取付注も適当な距離にある立木を

利用すればよい．
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　　　　第5図56型Snowcameraの溝造
　filmはmagazineに入れて謎用し，取扱は35mm
cameraとほとんど同じになっていろ．36枚撮filmを使
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用すると121日間の記録をとることができる．6カ月用

として使用するときは220cmの長さが必要である．この

ためmagazineは普通のものより大きくなっている．

　　　　　　　　4．　感　光　材　料

　このカメラは．長期間撮しだめする点が一般のcamera

の場合と異っている．さらに屋外に長期間放置されるの

で感光材料どしては悪い条件におかれる。このような使

用に対して，どんなfilmを使用する方がよいか小西六

KKで聞いたところ，SS　filmが最もよかろうとのこと

であった．感光粒子は大きい方が潜像が長持するからと

のことであった．S　Sで撮してから4カ月位放置すると

冬期でも20％位contrastが落ちるとのことであるが，

このcameraではこの程度は問題に’しないでよい．film

の保存は低温，低湿がよいので，冬期の山地のように零

度以下の低温では6カ月はもつだろうとのことであっ

た．なおSは微粒子なので，この目的に対してはS　S　S

より適当でないということであった．湿気に対しては，

cameraを気密にしてsilica　ge1のような吸湿剤を入

れておけば完全である．

　　　　　　　　5．実　用　試験

　中宮祠測渓所で実用試験されたのは55型である．これ

は最初に試作したsnow　cameraで，当初Pin　holeと

簡単なslit　shutterであったものを，前記のような

1ensとshutterに改造したものである．これは4カ

月巻で，　film送りもsprocketでなくて，90mm径の

円筒に巻きとる簡単な構造のものである．このような構

造のため56型の2倍位大型である．第6図は中宮祠測炭

所の露場に設置されている状況を示す．手前はcamera

で，前方の雪量計の傍の小さな雪尺を撮影するようにな

っている．

第6図　中宮祠測候所における試験

　第7図は記録の一部を焼付けたものである．天気によ

って濃淡の差はかなりあるが，filmから直接雪尺の長

さを読取ることができた．この記録は100日間100駒あ

った．pocket　mlcrometerという商晶名の簡単な読取

器で積雪量を読取った．参考に第8図に示す．白丸は記

録からの読取で正午における遥）のである．黒丸は測埃所

昏天気”5．1



長期自記積雪深計（Snow　camera）の試作 15凌

第7図記　録　一　部
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第8図　中宮祠における積雪量

　　　・：Snow　camera，・：実測
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における9時と15時の実測である．実測と10cm位の差

の出ているとこもあるが，実測は別の雪尺で測っている

ものか，また雪面の凹凸のため誤差がでているか明らか

でない．filmは撮ってから4カ月後に現像した部分も

あるが，積雪の読取は可能な程度には像はでていた．露

出は平均に過度で，ことに積雪期間は紫外線のため読取

も困難なほど真黒であった．filterをつけてなかったの

で，次にY2位のfilterをつければ像は良くなるであ

ろう．使用したfilmはコニパンS　Sであった．

　　　　　　　　6．結　　　　言

　実用試験の結果はshutterが不完全なため，かぶり

もあり，屋外の1ensがくもることもあったのが，陰画

どしては良いものではなかった．「しかしこの程度でも積

雪量の読取は充分に可能である．長期自記積雪深計とし

てこのsnow　cameraは，小型軽量で取扱が容易なこ

と，記録の読取が簡単なこと，値段も比較的安価にでぎ

ることなどの点で有利である．山地に設置しておくとき

小型なだけに盗難のおそれのあるのが欠点である．

　この試験の結果はまた長期間の記録にcamera方式

を利用し得ることを示した．河川の水位その他計器の示

度を記録することもできる．また植物の生長の観察など

目的に応じて類似の構造で1時間ないし数時間ごとに撮

影するものを作ることができ，このような自動カメラの

用途は広いものと考える．

　この実用試験は吉成宇都宮地方気象台長の取計いで中

宮祠測挨所の露場に設置され，記録したfilmの現像に

至るまですべて現地で行われたものである．吉成所長お

よび星前中宮祠所長他関係官各位に厚く感謝する．

書　評

　小林英夫，根本順吉薯　地球の探求

　　　筑摩書房発行　　　版　　2！0頁　　350円

小倉金之助氏監修のやさしい科学の歴史中の第5巻とし

て書かれたもの．化石の正体，地殻の正体をどうしてつ

かまえたか，地球のなかをしらべる，地球は大きな一つ

の磁石である，地球の伝記はどうしてわかってきたか，

海のなかの川の発見，天気図と天気予報のはじまり，成

層圏をこえて，この8章にわけて，それぞれについて昔

から現代にまで考えがどのように変って来たかをわかり

易く述べている．代表的な学説を出した研究者が，古い

順につぎっぎと出て来て，学説が紹介され，学説が変っ

て行くさまが説明される，と云う書き方の章が多いよう

だ．このような方法がもっとも良い説明法であるかどう

かはわからないが，わかり易い一つの方法ではあろう．

前に表われた学説がどのようにして否定されて，新しい

学説が出て来たか，と云うことを主眼にしたような書き

方，の章も慾「しいと思うが，こう云う見方は科学史的に

見て間違っているのかも知れない．第6章の海のなかの

川の発見，などでは社会の進展につれて，航海や海底電

線ふ設などと関連して学説が進歩したことが書かれてい

るが，このような手法が一番自然で良いのであろうか．

単問の分野によってその発展の仕方もいろいろなのだか

ら，一概には云えないのだろう．

　科学史に詳しい薯者がうん蓄を傾けたものだけあって

良心的な立派な内容だと云うことができよう．こまかい

点では，たとえば，放射能元素の崩壊性を利用して岩石

の年齢を求める方法のことがのっているが，その具体的

な考え，方法について書いてないので，単生にはわかり

にくいに違いない．紙数等の点で無理なのかも知れない

が，こう云う説明は重要なのではなかろうか．

　図は115もあり，2頁に一つの割で入っている．図の

1つがさかさになっているのはまことに残念だが，注意

しないとわからないような図だから，止むを得まい．人

名，事項のさくいんもあり，年表もつけてあるのは親切

である．　　　　　　　（有住直介）
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